
北海道大学生活協同組合

協 同 と 助 け あ い の 創 造 ・ 継 承 の た め に

北大生協は、北大の勉学・教育・研究の発展に安心と信頼のサービスで貢献します。

北大生協は、学生・院生の自立・成長と学内構成員の協力・協同の促進に寄与します。

北大生協は、持続的発展可能な地域社会・国際社会の実現に向けて力をつくします。

北大生協ビジョンとアクションプラン
─ 2020年に向けて ─

※2004年に制定

北大生協の　　つの使命
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「協同の精神」を引き継ぎ、新たな次の時代の創造をめざして

北大生協がめざす
 5つのビジョン（未来図）

2020年に向けたビジョンと
アクションプラン制定にあたって

北大生協は、国立大学法人化を見据え、2004年5月に「北
大生協の2015年に向けた使命とビジョン・アクションプラ
ン」を制定しました。2011年度には策定から5年間の振り
返りを行い、2015年度までの5年間における北大生協の指
針を、ビジョン・アクションプランとして総代会にて組合員の
総意によって決定しました。これらで確認をした使命、ビジョ
ンとアクションプランは、北大生協のめざすべき方向性を組
合員・大学・社会に対して発信する役割を担ってきました。
2016年度通常総代会を迎えるにあたり、最終年度を迎える
2015年度に新たな計画策定のために、理事会内に「ビジョ
ンとアクションプラン策定委員会」を設置し、組合員・生協
職員・各委員会（学生・教職員・院生・留学生）等からの
声を集め、討議を積み重ね、このたび総代会にて決議致しま
した。
北大生協のビジョンとアクションプランは3期目となりま
す。2004年度に掲げた「北大生協の使命」については、存
在意義と果たす任務について、歴史を踏まえながら北大生
協の意志を表したものですので2020年に向けても継続し
ます。ビジョンとアクションプランにおいては、これまでのビ
ジョンとこの間の北海道大学と北大生協の歩みを振り返り、
中期的な目標であるビジョンについては、これまで4つあっ
たビジョンを、5つのビジョンに改訂しました。それに併せて
それを実現する行動・実践計画であるアクションプランも
改訂しております。
ビジョンとアクションプランは各年度で総括を行い、生協
として実践する諸課題については、組合員の声等を参考に
しながらアクションプランに沿って、年度方針を具体化して
実践していきます。
今後とも北大生協の運営へのご協力をお願いします。
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人と人のつながりを大切にし、組合員の
参加と協同を通じて、組合員と共に学び
成長する生協を目指します。

健全で安定した経営を確立し、組合員が安心して利用
でき、満足できるサービスが受けられる環境を整える
ことによって、組合員に選ばれる生協を目指します。

地域そして社会の問題に目を向け、持続的
な社会づくりに貢献する生協を目指し
ます。

福利厚生にかかわる多面的な事業・活動を
通じて、北大の近未来戦略の実現に貢献し、
大学との相互協力関係の構築を目指します。

北海道大学生活協同組合
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組合員の要求を事業活動の中心に据えて、
全ての北大構成員の大学生活をサポートす
ることを目指します。

❷組合員のつながりと成長

❹組合員の安心と満足 ❺持続可能な社会

❸大学のパートナーシップの構築

❶よりよい大学生活
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多様な構成員が利用しやすい店舗・サービスの追求、
情報の発信を行い、活気あふれる事業活動をいっそう
充実していきます。

くらしの変化に対応して、学生・院生・留学生・教職員
組合員のニーズに応える事業を確立し、生協の事業と
学生・院生・留学生・教職員の各委員会活動を通じて、
組合員一人ひとりと深く結びついた事業を展開します。

Practice
Practice❖生協と組合員の直接的なつながりを大切にし、組合員の声と参加による事業をすすめます。

❖様々な情報ツールを活用して、商品やサービス情報を組合員・保護者へ提供します。

❖�多文化や多言語への対応を店舗づくりや人材育成の中で進め、留学生や海外からの研究者なども利用しやすい
生協をつくります。（アクションプラン❸に共通）

❖教職員が、生協組合員であることの優位性を実感できるサービスの周知や拡大を進めます。

❖すべての学生が健康な生活を過ごすために、食生活を中心とした提案を行います。

❖��学生の無保障者（生協の共済・保険、または大学がすすめる保険にも一切加入していない学生）を減らす取り
組みを大学と協力してすすめます。（アクションプラン❸に共通）

❖留学生・教職員の各委員会活動を通じて、組合員一人ひとりと深く結びついた事業を展開します。（1・2に該当）

❖�新たに北大の構成員となるすべての学生・教職員に総合的なサポートを行うことによって大学生協を伝え、
組合員として北大生協に迎えます。

❖�構成員の横のつながりを強化するために、各委員会活動を協力して進めるとともに、委員会の垣根を超えた
交流の場を設けます。

❖学内の諸団体とのつながりを強化し、協同の輪を広げ、学生活動のサポートを行います。
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Vision  1 組合員の要求を事業活動の中心に据えて、すべての北大構成
員の大学生活をサポートできる生協を目指します。 Vision  2 人と人のつながりを大切にし、組合員の参加と協同を通じて、

組合員と共に学び成長する生協を目指します。

Action Plan 1 Action Plan 2



Practice Practice
❖�中央厚生会館をはじめとする学内福利厚生施設と生協会館の機能と業態について検討を行い、大学の施設計
画（キャンパスマスタープラン）に連動させた福利厚生の充実を大学とともにすすめます。

❖�生協の事業の省エネ化、グリーン調達などを通して、サステイナブルキャンパス構築に貢献します。（アクション
プラン❺に共通）

❖大学で展開される地域との連携を、事業場面を通じて積極的にサポートします。

❖�長年にわたってキャンパスライフを支えてきた実績をもとに、大学に積極的に提案を行い大学業務の最適化に
協力します。

❖�大学で発行する学生・教職員証等に搭載されている生協電子マネーを、各種サービスに対応できるシステムを
開発しつつ普及します。

❖店舗利用を事業の中心と捉え、利便性を高め、店舗機能を強化します。

❖�サービス提供に必要な設備投資を計画的に行い、ローコストで運営できる経営構造の改革、業務の標準化を
すすめ、サービスの拡大・改善を行います。

❖中長期的な視点から、安定した経営構造のあり方についての検討を行います。

❖�組合員とのコミュニケーション力を向上させるなど、より高度なサービスが提供できるよう生協職員の育成を
します。

❖生協職員の雇用責任を果たすために、退職金の引当を継続して進めます。

❖�ガバナンスの整備と個人情報の保護などコンプライアンス体制を強化して、組合員・大学に信頼される生協
運営を行います。

事業や活動を通じて、北大の近未来戦略の実現に寄与
するとともに、大学との緊密なパートナーシップを構築
します。

健全で安定した経営を確立し、組合員・大学からの信頼
を向上させます。
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Vision  3 福利厚生にかかわる多面的な事業・活動を通じて、北大の近未来
戦略の実現に貢献し、大学との相互協力関係の構築を目指します。 Vision  4 健全で安定した経営を確立し、組合員が安心して利用でき、満足できるサービス

が受けられる環境を整えることによって、組合員に選ばれる生協を目指します。

Action Plan 3 Action Plan 4



Practice
❖�入学前から卒業そして就職まで、大学生活として必要なスキルを身に付けるための、さまざまな講座や、留学
提案等の経験の場を提供し、学生の自己成長を育む取り組みを支援していきます。
　（アクションプラン❸に共通）

❖�地産地消の取り組みを通じて、地域の農林水産業などの活動を学びつつ、地域貢献の役割を担います。

❖�消費者保護、食の安全、環境保全などについて、大学や地域団体とも連携しながら取り組みます。
　（アクションプラン❸に共通）

❖�地震・風水害その他の災害が発生し、又は発生のおそれがある場合、大学と協力連携して支援活動のできる
体制を整えます。（アクションプラン❸に共通）

2020年に向けた北大生協ビジョンとアクションプラン
北海道大学生活協同組合

〒060-0808　札幌市北区北8条西8丁目　生協会館内

［TEL］ 011-746-6218　［E-Mail］ seikyou@coop.hokudai.ac.jp　［URL］ http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/
＊パンフレットの内容に関するお問い合わせは、北大生協理事会室にお願いします。

2016年6月 発行

大学から社会へはばたく学生のキャリア形成支援を
はじめ、大学との協力と連携のもとに地域社会に貢献
します。
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Vision  5 地域そして社会の問題に目を向け、持続的な社会づくりに
貢献する生協を目指します。

Action Plan 5


